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都
知
事
選
挙
は
６
月
20
日
告
示
、

７
月
７
日
投
票
の
日
程
で
行
わ
れ

ま
す
。
都
知
事
選
の
結
果
が
国
政

の
転
換
点
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

日
本
に
と
っ
て
重
要
な
選
挙
で
す
。

　

都
知
事
選
の
第
一
の
課
題
は
、

小
池
都
政
を
継
続
さ
せ
る
か
否
か

で
す
。
小
池
知
事
は
、８
年
前
「
７

つ
の
ゼ
ロ
」
を
公
約
に
掲
げ
ま
し

た
。
ど
れ
一
つ
と
し
て
ゼ
ロ
は
実

現
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、今
は
「
ゼ

ロ
」
に
ふ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
視
点
」
を

標
榜
し
て
い
ま
す
が
、
都
民
の
声

自
民
Ｎ
Ｏ
！
小
池
Ｎ
Ｏ
！

は
聴
か
ず
、
大
規
模
開
発
を
進
め

る
「
経
済
界
フ
ァ
ー
ス
ト
」
で
す
。

典
型
が
神
宮
外
苑
再
開
発
で
す
。

　

唯
一
の
成
果
は
、
給
食
無
償
化

支
援
や
高
校
授
業
料
無
償
化
で
す

が
、
都
民
の
運
動
の
成
果
を
か
す

め
取
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
都
民
の
教

育
費
全
体
の
負
担
か
ら
み
れ
ば
、

不
十
分
で
す
。
８
年
間
の
小
池
都

政
は
成
果
な
し
、
自
分
が
目
立
つ

こ
と
ば
か
り
追
及
す
る
「「
自
分

フ
ァ
ー
ス
ト
」
だ
っ
た
だ
け
で
す
。

　

そ
の
政
治
姿
勢
も
大
い
に
問
題

で
す
。
小
池
知
事
は
、８
年
前
「
反

自
民
」
の
姿
勢
を
掲
げ
て
当
選
し

ま
し
た
が
、
最
近
は
、
自
民
へ
せ
っ

せ
と
助
け
舟
を
出
し
て
い
ま
す
。

時
の
権
力
者
に
す
り
寄
っ
て
渡
り

歩
い
て
き
た
人
ら
し
く
、「
機
を
見

る
に
敏
」
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

関
東
大
震
災
朝
鮮
人
被
害
者
へ

の
追
悼
取
り
止
め
な
ど
、
右
翼
的

姿
勢
だ
け
は
鮮
明
に
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
を
「
戦
争
す
る
国
」
に
向

わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
岸
田
政
権

は
、
自
民
党
の
「
裏
金
疑
惑
」
に

端
を
発
し
た
政
治
不
信
に
よ
り
青

息
吐
息
、
衆
議
院
３
補
選
だ
け
で

な
く
首
長
や
各
級
議
員
選
挙
で
自

民
の
退
潮
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

　
「
第
２
自
民
」
の
性
格
を
明
確
に

し
た
維
新
が
、
立
憲
野
党
に
敵
対

す
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
政

治
を
変
え
る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
到

来
と
言
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
た
な
都
知
事
に
期
待
す
る
こ

と
は
、
第
一
に
都
民
の
生
活
を
守

る
姿
勢
で
す
。
そ
し
て
、「
自
民
党

政
治
」を
終
ら
せ
る
姿
勢
で
す
。「
戦

争
さ
せ
な
い
」「
日
米
軍
事
同
盟
反

対
」
の
立
ち
位
置
を
明
確
に
し
た

都
知
事
の
誕
生
は
、
日
本
の
政
治

構
造
を
大
き
く
変
え
る
で
し
ょ
う
。

武力で平和はつくれない！
５・３憲法大集会

９・１関東大震災　　　　
韓国・朝鮮人犠牲者追悼式

八幡平・ドラゴンアイ

自
分
フ
ァ
ー
ス
ト
＝
小
池

自
民
党
の
補
完
物
＝
小
池

「
戦
争
反
対
」
の
都
知
事
を

神宮外苑の森を破壊するな！
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10
月
で
す
。
怠
り
な
き
よ
う
、
き

ち
ん
と
事
前
リ
サ
ー
チ
を
し
ま
す
。

　

日
帰
り
旅
行
は
、「
小
江
戸
川
越

定期総会の案内
○日　時　６月 14 日（金）
　　　　　10 時 00 分開場
　　　　　10 時 15 分開会
○会　場　清掃会館地下ホール
○懇親会　12 時 30 分開始
　　　　　（総会終了後）
　　　　※会費は 1,000 円
○出　欠　「参加連絡兼委任状」
　　　　　提出してください。

　

ご
案
内
を
差
上
げ
て
い
る
よ
う

に
、
第
16
回
定
期
総
会
を
６
月
14

日
（
金
）
に
開
催
し
ま
す
。

　

議
案
は
①
活
動
方
針
、
②
会
計

予
算
、
③
旅
費
支
給
基
準
改
正
で

す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
、
パ
レ
ス
チ

ナ
で
戦
争
が
続
き
、
岸
田
政
権
は

ア
メ
リ
カ
の
言
い
な
り
に
な
っ
て

「
戦
争
す
る
国
」
へ
突
き
進
ん
で
い

ま
す
。
数
々
の
悪
法
が
成
立
し
、

日
本
の
民
主
主
義
は
危
機
を
迎
え

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
下
、

私
た
ち
は
何
を
す
れ
ば
い
い
か
、

総
会
で
の
議
論
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

５
月
20
日
に
第
５
回
幹
事
会
・

専
門
部
会
を
開
催
し
、
①
第
16
回

定
期
総
会
運
営
と
議
案
、
②
秋
の

学
習
交
流
会
、
③
日
帰
り
親
睦
ツ

ア
ー
、
④
秋
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
実
施
構
想
を
検
討
し
ま
し
た
。

　

総
会
の
進
め
方
、
来
賓
の
取
扱

い
や
役
員
の
任
務
分
担
、
懇
親
会

の
飲
み
も
の
と
食
べ
も
の
、
そ
の

他
、
総
会
準
備
の
細
々
し
た
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
議
案
も
確
認
し
、

三
役
の
構
想
も
内
定
し
ま
し
た
。

　

秋
の
学
習
交
流
会
の
テ
ー
マ
は
、

『
社
会
保
障
制
度
』
の
予
定
で
す
。

　

講
師
は
自
治
退
事
務
局
長
の
川

端
邦
彦
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
前
々
か
ら
都
庁
退
会
議

等
で
問
い
か
け
さ
れ
て
い
た
、
他

単
会
会
員
に
門
戸
を
開
く
こ
と
を

６
月
14
日
、
第
16
回
定
期
総
会
開
催

19
年
以
来
５
年
ぶ
り
に
懇
親
会
実
施

　

こ
の
５
年
間
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
総
会
後
の
懇
親
会
を
見
合
わ
せ

て
い
ま
し
た
。
５
年
ぶ
り
に
清
掃

会
館
で
の
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。

　

い
っ
ぱ
い
飲
ん
で
い
っ
ぱ
い
食

べ
て
、
旧
交
を
温
め
る
機
会
に
し

て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
参
加

を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
懇
親
会
を
行
い
ま
す

運
動
の
あ
り
方
の
議
論
を

第 12 回定期総会懇親会の模様（2019 年 6 月 14 日）

第５回
幹事会

第
16
回
定
期
総
会
の
運
営
と

議
案
、
秋
の
学
習
交
流
会
、

日
帰
り
親
睦
ツ
ア
ー
、
秋
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
検
討

第
16
回
定
期
総
会
の
運
営
方
法

学
習
交
流
会
は
９
月
中
旬
開
催

検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
際
問
題
に

な
る
の
は
懇
親
会
参
加
費
用
で
す
。

他
単
会
の
方
が
懇
親
会
に
参
加
す

る
場
合
は
、
所
要
原
価
分
を
会
費

と
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
す
。

10
月
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

日
帰
り
旅
行
は
11
月
実
施

　

秋
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
は

「
清
澄
庭
園
と

深
川
江
戸
資
料

館
見
学
、
深
川

め
し
」
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

実
施
時
期
は

蔵
の
街
め
ぐ

り
と
温
泉
」。

実
施
時
期
は

11
月
の
予
定
。

川越 / 時の鐘

清澄庭園 / 大泉水
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社
会
保
障
審
議
会

５
・
13
年
金
部
会
の
論
議

　

東
京
清
掃
労
組
は
５
月
20
日
に

23
年
度
第
２
回
人
権
啓
発
推
進
担

当
者
会
議
を
開
き
、
イ
ン
ド
の
清

掃
労
働
者
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ベ

ズ
ワ
ダ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
さ
ん
を
招

い
て
講
演
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

ベ
ズ
ワ
ダ
さ
ん
は
、
手
作
業
で

排
泄
物
の
処
理
を
さ
せ
ら
れ
て
き

た
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
ス
カ
ベ
ン

ジ
ャ
ー
」
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

差
別
か
ら
の
解
放
を
闘
い
続
け
て

き
た
方
で
す
。

　

東
京
清
掃
も
毎
年
取
り
組
ん
で

き
た
「
イ
ン
ド
人
権
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
」
に
参
加
し
た
多
田
委
員
長

や
清
掃
・
人
権
交
流
会
押
田
会
長

は
、
12
年
前
に
イ
ン
ド
・
チ
ェ
ン

ナ
イ
で
ベ
ズ
ワ
ダ
さ
ん
に
お
会
い

し
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
ス
カ
ベ
ン
ジ
ャ
ー

の
非
人
間
的
な
労
働
実
態
と
闘
い

に
つ
い
て
お
聞
き
し
て
き
ま
し
た
。

12
年
ぶ
り
の
再
会
で
し
た
。

ま
し
た
。

　

ベ
ズ
ワ
ダ
さ
ん
は
、
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
で
写
真
な
ど
も
紹
介
し
な

が
ら
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
ス
カ
ベ
ン

ジ
ャ
ー
の
ひ
ど
い
労
働
状
況
と
危

険
な
実
態
を
説
明
し
、
今
は
そ
の

労
働
を
も
た
ら
す
「
乾
式
ト
イ
レ
」

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
て
も
ま

だ
無
く
な
ら
な
い
実
態
や
、
排
水

溝
・
浄
化
槽
の
清
掃
で
多
く
の
労

働
者
が
死
ん
で
い
る
状
況
を
告
発

し
、
闘
い
が
続
い
て
い
る
こ
と
を

訴
え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
非
人
間
的

作
業
を
変
え
て
行
く
た
め
の
技
術

や
労
働
安
全
に
つ
い
て
、
日
本
の

清
掃
労
働
者
か
ら
の
協
力
が
ほ
し

い
こ
と
、
国
の
垣
根
を
超
え
た
清

掃
労
働
者
の
団
結
が
必
要
な
こ
と

を
訴
え
ま
し
た
。
こ
の
秋
に
も
イ

ン
ド
周
辺
の
南
ア
ジ
ア
各
国
の
清

掃
労
働
者
を
集
め
て
会
議
を
開
く

予
定
な
の
で
、
多
田
委
員
長
や
押

田
会
長
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
の

意
向
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
が
、
私
た
ち
の

国
際
交
流
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
清
掃
・
人
権
交
流
会　

押
田
五
郎
）

　

会
場
に
は
各

支
部
の
担
当
者

や
本
部
中
執
、

退
職
者
会
、
清

掃
・
人
権
交
流

会
関
係
者
だ
け

で
な
く
、
イ
ン

ド
の
清
掃
事
情

に
関
心
の
あ
る

市
民
や
大
学
関

係
者
も
参
加
し

て
、
熱
気
あ
る

報
告
会
に
な
り

イ
ン
ド
の
清
掃
労
働
者
リ
ー
ダ
ー
を
迎
え
て
お
話
を
聞
く

～
東
京
清
掃
人
権
啓
発
推
進
担
当
者
会
議
～

世
界
の
清
掃
労
働
者
の
団
結
を
求
め
て

ベ
ズ
ワ
ダ
さ
ん
と
12
年
ぶ
り
再
会

熱弁をふるう
ベズワダさん

通訳していただいた
鈴木真弥さん

（南アジア研究家）

差
別
と
死
に
直
面
す
る
労
働
者

国
の
垣
根
を
超
え
た
連
帯
へ

　

年
金
制
度
を
論
議
す
る
社
会
保

障
審
議
会
年
金
部
会
は
、
４
月
16

日
の
会
議
で
年
金
の
財
政
検
証「
オ

プ
シ
ョ
ン
試
算
」
を
検
討
し
ま
し

た
。（
本
紙
前
号
で
内
容
報
告
）

　

５
月
13
日
の
部
会
で
は
、
次
期

年
金
改
正
検
討
へ
向
け
て
昨
年
１

年
論
議
さ
れ
た
も
の
の
ま
と
め『
こ

れ
ま
で
の
年
金
部
会
に
お
け
る
主

な
意
見
』
を
踏
ま
え
た
３
回
目
の

論
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
『
こ
れ
ま
で
の
…
』
で
は
、
①
被

用
者
保
険
適
用
拡
大
、
②
障
害
年

金
、
③
標
準
報
酬
月
額
、
④
遺
族

年
金
、
⑤
加
給
年
金
、
⑥
い
わ
ゆ

る
「
年
収
の
壁
」、
⑦
第
３
号
被
保

険
者
制
度
、
⑧
在
職
老
齢
年
金
制

度
、
⑨
基
礎
年
金
拠
出
期
間
、
⑩

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
調
整
期
間

な
ど
が
論
議
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
標
準
モ
デ
ル
（
片
働

き
夫
婦
二
人
と
子
ど
も
）
の
是
非
」

「
傷
害
年
金
」「
第
３
号
保
険
者
」

「
加
給
年
金
」が
論
議
さ
れ
ま
し
た
。

詳
細
は
次
号
以
降
で
触
れ
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
、
男
女
差
別
の
温
床
な

ど
の
矛
盾
や
欠
陥
、
問
題
点
が
多

い
と
い
う
認
識
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
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東
京
高
裁
は
証
人
尋
問
を
行
い
再
審
開
始
を
！

　

61
年
前
、
石
川
一
雄
さ
ん
が
不

当
逮
捕
さ
れ
た
５
月
23
日
、
石
川

さ
ん
の
無
実
を
か
ち
と
る
べ
く
、

『
狭
山
事
件
の
再
審
を
求
め
る
市
民

集
会
』
が
開
か
れ
、
退
職
者
会
か

ら
10
名
参
加
し
ま
し
た
。

　

え
ん
罪
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に

明
白
で
す
。
石
川
さ
ん
を
犯
人
と

す
る
最
重
要
証
拠
の
万
年
筆
は
、

蛍
光
Ｘ
線
分
析
に
よ
り
イ
ン
ク
の

性
状
が
被
害
者
の
も
の
と
一
致
し

て
い
な
い
こ
と
、
万
年
筆
発
見
経

過
の
お
か
し
さ
も
、
証
言
や
実
験

で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

脅
迫
状
な
ど
の
筆
跡
や
、
犯
人

の
も
の
と
さ
れ
る
足
跡
は
、
石
川

さ
ん
の
も
の
と
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　

弁
護
団
は
、「
11
人
の
鑑
定
人
証

人
尋
問
と
万
年
筆
の
イ
ン
ク
鑑
定
」

実
施
を
裁
判
所
に
求
め
て
い
ま
す
。

証
人
尋
問
を
す
れ
ば
、
石
川
さ
ん

の
無
実
は
即
座
に
証
明
さ
れ
ま
す
。

　

第
３
次
再
審
請
求
か
ら
18
年
、

裁
判
長
は
何
度
も
変
り
、
昨
年
12

月
末
に
家
令
和
典
裁
判
長
が
就
任

し
ま
し
た
。
新
裁
判
長
の
も
と
２

回
目
の
三
者
協
議
（
４
・
19
）
で
、

　

韓
国
サ
ン
ケ
ン
闘
争
弾
圧
を

狙
っ
た
「
暴
行
」「
威
力
妨
害
」
で
っ

ち
上
げ
事
件
で
有
罪
と
さ
れ
た
尾

澤
孝
司
さ
ん
の
東
京
高
裁
控
訴
審

は
、
５
月
13
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

あ
ろ
う
こ
と
か
、
弁
護
団
側
の

意
見
書
、
嘆
願
書
、
証
拠
・
証
人

申
請
を
す
べ
て
却
下
、
た
っ
た
１

回
で
結
審
し
閉
廷
し
ま
し
た
。

　

労
働
運
動
へ
の
露
骨
な
弾
圧
で

あ
り
、
断
じ
て
許
せ
ま
せ
ん
。
継

続
闘
争
を
支
援
し
、
と
も
に
闘
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

司
法
改
革
は
絶
対
必
要
で
す
ね
。

高裁前集会で「尾澤さんは無実」と訴える
韓国サンケン闘争当該のキムウニョンさん

露
骨
な
労
働
運
動

弾
圧
を
許
す
な
！

サ
ン
ケ
ン
闘
争
弾
圧
尾
澤
裁
判

狭
山
事
件
の
再
審
を
求
め
る
５
・

23
市
民
集
会

弁
護
団
に
よ
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ほ
ん
の
少

し
で
は
あ
れ
前
進
し
た

感
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
集
会
前
日
、
石

川
さ
ん
同
様
、
58
年
も

え
ん
罪
に
苦
し
ん

で
き
た
袴
田
巌
さ

ん
の
再
審
公
判
が

結
審
し
ま
し
た
。

　

91
歳
に
な
っ
た
姉
の
袴
田
ひ
で

子
さ
ん
は
集
会
に
来
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、『
救
援
す
る
会
』
か

ら
「
最
重
要
証
拠
の
味
噌
漬
け
衣

類
は
、
検
察
側
証
人
で
す
ら
変
色

す
る
と
証
言
し
て
い
る
の
に
、
検

察
は
死
刑
を
求
刑
。
あ
り
え
な
い
、

こ
う
し
た
検
察
の
姿
勢
が
え
ん
罪

を
産
む
温
床
だ
。
９
月
26
日
に
判

決
が
下
る
が
、
無
罪
に
な
る
と
信

じ
て
い
る
。
次
は
石
川
さ
ん
だ
」

と
力
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

狭
山
事
件
や
袴
田
事
件
を
は
じ

め
、
数
々
の
え
ん
罪
が
引
き
起
こ

さ
れ
て
い
ま
す
。
再
審
の
入
口
は

狭
く
、
極
め
て
長
期
間
の
闘
い
を

強
い
ら
れ
ま
す
。
再
審
手
続
の
不

備
を
早
急
に
た
だ
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
集
会
に
駆
け
つ
け
た
国
会

議
員
か
ら
『
再
審
法
改
正
早
期
実

現
議
員
連
盟
』
に
は
２
０
０
名
を
超

え
る
議
員
が
参
加
し
て
い
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
司
法
制
度

の
抜
本
改
正
に
向
け
た
突
破
口
と

し
て
、
再
審
法
改
正
が
必
要
で
す
。

証
人
尋
問
で
無
実
を
証
明

検
察
許
す
ま
じ

再
審
法
の
早
期
改
正
実
現
を

石川一雄さんと早智子さん
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岸
田
内
閣
は
、昨
年
来
の「
裏
金
」

問
題
で
ヨ
タ
ヨ
タ
で
も
、
大
軍
拡
・

改
憲
に
む
け
や
り
た
い
放
題
、
油

断
が
で
き
な
い
。

　
「
経
済
安
保
」
で
民
間
人
の
思
想

信
条
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
調
査
の
法

律
。
地
方
自
治
法
を
改
悪
し
国
が

地
方
に
命
令
で
き
る
法
整
備
に
ま

で
進
も
う
と
し
て
い
る
。

　

憲
法
改
悪
の
た
め
の
改
憲
条
文

の
作
成
ま
で
目
論
ん
で
い
る
。

　

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

共
同
代
表
染
さ
ん
の
講
演

　

東
京
清
掃
退
職
者
会
会
員
で
も

あ
る
染
さ
ん
は
、
こ
の
４
月
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム
共
同
代
表
に
就
任
し
、

名
実
と
も
に
平
和
運
動
の
先
頭
に

立
っ
て
い
る
。
世
田
谷
１
０
０
０
人

委
員
会
で
は
染
さ
ん
を
お
招
き
し

軍
拡
・
改
憲
を
め
ぐ
る
直
近
の
情

勢
や
衆
議
院
補
欠
選
挙
な
ど
の
政

治
情
勢
を
中
心
に
講
演
し
て
い
た

だ
い
た
。
ま
た
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
成
り
立
ち
や
労
働
組
合
が
果

た
す
平
和
運
動
の
役
割
な
ど
意
義

深
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

地
域
か
ら
も
軍
拡
・
改
憲

　

反
対
の
声
を
あ
げ
よ
う
！

　

世
田
谷
１
０
０
０
人
委
員
会
で
は
、

９
条
の
会
・
地
区
労
・
区
労
連
な

ど
と
と
も
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
パ
レ

ス
チ
ナ
で
の
軍
事
侵
攻
反
対
の
街

宣
や
、
平
和
・
区
民
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
ピ
ー
ス
バ
レ
ー
ド
な
ど

と
り
く
ん
で
き
た
。

　

今
回
は
、
東
京
清
掃
本
部
か
ら

も
案
内
文
を
発
文
し
て
い
た
だ
き
、

区
外
の
現
役
支
部
・
退
職
者
会
の

地
区
労
、
区
労
連
、
立
憲
、
共
産
、

ネ
ッ
ト
な
ど
が
取
組
み
、
50
名
以

　

５
月
25
日
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ

ザ
地
区
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
を
止
め
よ

う
と
、
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
館
前
と

ア
メ
リ
カ
大
使
館
前
で
緊
急
行
動

が
取
り
組
ま
れ
、
８
０
０
人
が
参
加
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
館
前
は
日
テ

レ
通
り
か
ら
一
歩
も
入
れ
ず
、
ア

メ
大
は
は
る
か
先
で
し
た
。

　

主
催
者
は
「
こ
の
種
の
行
動
に

効
果
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、

何
も
し
な
け
れ
ば
虐
殺
を
認
め
る

こ
と
に
な
る
。
声
を
上
げ
よ
う
」

と
訴
え
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
こ
そ
テ
ロ

国
家
、
ア
メ
リ
カ
は
支
援
す
る
な
」

な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

殺すな！ガザ地区停戦
5.25緊急行動

イスラエル大使館前で訴える
主催者のひとり雨宮処凛さん

５
・
25
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
の

　

虐
殺
や
め
ろ
！
世
田
谷
街
宣
行
動

　

世
田
谷
９
条
の
会
、
１
０
０
０
人

委
員
会
、
め
ぐ
せ
た
市
民
連
合
、

上
の
参
加
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
暴

虐
を
糾
弾
す
る
と
と

も
に
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
ロ
シ
ア
の
侵

略
、
日
本
の
軍
拡
・

改
憲
に
も
反
対
し
反

戦
平
和
の
と
り
く
み

の
前
進
を
訴
え
ま
し

た
。（
森　

遵
記
）

他
、
区
内
労
組
・
市
民

を
は
じ
め
30
名
以
上
の

参
加
。

　

今
後
と
も
中
央
の
『
平

和
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
の
と

り
く
み
と
と
も
に
、
地

域
か
ら
平
和
の
取
り
組

み
を
強
め
て
い
こ
う
！

　
　
　
　
（
森　

遵
記
）

戦
争
へ
の
道
は
許
さ
な
い
！

世
田
谷
１
０
０
０
人
委
員
会
５
・
11
学
習
会

て
学
習
会
を
開
催

し
た
。

　

染
さ
ん
か
ら
は
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５
月
22
日
の
政
治
資
金
規
正
法

改
正
国
会
論
議
開
始
を
控
え
、
５

月
の
「
総
が
か
り
19
日
行
動
」
は

約
千
人
が
参
加
し
行
わ
れ
、「
裏
金

疑
惑
徹
底
追
及
！
自
民
党
政
治
を

終
わ
り
に
」
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。

熱中症に注意！ 裏
金
疑
惑
徹
底
追
及
！
自
民
党
政
治
を
終
わ
り
に

　

主
催
者
挨
拶
で
高
田
健
さ
ん
は

「
衆
議
院
３
選
挙
区
補
選
は
、
立
憲

民
主
党
候
補
が
当
選
し
た
。
市
民

と
野
党
の
共
闘
の
成
果
だ
が
、
投

票
率
は
大
き
く
下
が
っ
た
。
政
治

不
信
が
極
ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

ま
た
、
岸
田
悪
法
に
対
す
る
野
党

の
姿
勢
も
問
題
が
あ
る
。
政
権
交

替
へ
の
気
運
を
高
め
る
運
動
が
重

要
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

市
民
か
ら
の
発
言
は
、「
沖
縄
戦

の
遺
骨
が
埋
ま
っ
た
土
砂
で
辺
野

古
埋
立
て
を
行
う
こ
と
は
許
せ
な

い
」「
共
同
親
権
導
入
の
民
法
改
正

案
が
通
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
は
『
単

独
親
権
で
は
子
ど
も
が
親
に
会
え

な
く
て
可
哀
そ
う
』
と
、
誤
っ
た

報
道
を
し
て
き
た
。
Ｄ
Ｖ
虐
待
の

被
害
者
が
逃
げ
辛
く
な
る
な
ど
問

題
だ
ら
け
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

東
京
都
庁
職
員
退
職
者
連
合

会
（
都
庁
退
）
は
、「
シ
ニ
ア
に
必

要
な
栄
養
知
識
～
健
康
食
品
の
ウ

ソ
？
ホ
ン
ト
？
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
学
習
会
を
行
い
ま
す
。

き
ま
す
。
希
望
す
る

方
は
、
退
職
者
会
へ

連
絡
く
だ
さ
い
。

健
康
食
品
の

ウ
ソ
？
ホ
ン
ト
？

に
関
心
が
あ
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
講
師
が
ど
の
よ
う
な
お
話

し
を
さ
れ
る
の
か
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
す
。
生
活
に
役
立
つ
貴
重
な

お
話
し
を
聞
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
学
習
会
は
、
会
員
の
み
な

さ
ん
（
再
任
用
含
む
）
も
参
加
で

お詫びと訂正
　　　　　前号の『根津山小さな
　　　　追悼会』報告に掲載した
写真の豊島区長名に誤りがありま
した。正しくは「高際区長」です。
訂正しお詫び申し上げます。
　編集子がお名前を付加したもの
ですが、軽率でした。筆者の吉田
雅明さんにもご迷惑をおかけしま
した。申し訳ありません。

▼
日　

時　

７
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
開
会

▼
会　

場　

清
掃
会
館

　

講
師
は
、
港
区
保
健
所
で
33
年

間
栄
養
指
導
に
従
事
し
、
大
学
講

師
や
小
児
科
管
理
栄
養
士
な
ど
を

経
て
、
現
在
は
フ
リ
ー
で
栄
養
指

導
の
活
動
を
し
て
い
る
栄
養
士
、

公
衆
衛
生
学
の
専
門
家
川
尻
由
美

子
さ
ん
で
す
。

　

退
職
後
の
生
活
は
何
と
言
っ
て

も
「
健
康
」
が
大
事
、「
健
康
食
品
」

７
・
10
都
庁
退
学
習
会


